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果糖の製造工場
日本レブロス株式会社の前身は、滋賀県神﨑
郡五個荘町(当時)で果糖を製造販売していた
株式会社レブロス。新会社は1969年に設立
された。写真は当時の果糖工場。
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純果糖「レブロス」を発売
家 庭 用の小分け品は、1kg詰、250g詰、
10g入り小袋を取り揃えていた。パッケージ
には、「あま～い化粧品 純果糖」のキャッチ
コピーが。
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家庭用の小分け品の宣伝写真
当時、グレープフルーツやイチゴは酸味が強
く糖度も低かったため、砂糖と一緒に食べ
るのが一般的だった。砂糖の代わりに使う
ことを推奨していた。

日本レブロス株式会社の設立
1960年代の当社は、家庭用「モノゲンユニ」の発売やポリエーテルポリ
オールの事業化など、新規分野へと積極的な事業展開を図っていました。
1969年には食品分野へ本格的に進出するための新会社を設立します。

　かねてより食品分野の市場調査を精

力的に続けてきた当社が、食品分野へ

と本格的に進出したのは1969年のこ

と。自然界の果実やハチミツに含まれ

る果糖のユニークな性質に着目し、大

きな市場性があると確信したことが、

きっかけでした。

　というのも、果糖の甘みとソフトな味

覚はクッキーやケーキ、和菓子などの

風味を向上させるほか、血糖値を高め

ることなくグリコーゲンを生成するた

め、糖尿病患者の糖分補給に役立った

り、肝臓の働きを活発にしたりする特

長がありました。この人間の健康と深

く関わる果糖に、大きな市場性を予見

した当社でしたが、純粋な果糖は入手

しにくいうえに高価であるため、食品へ

の応用が難しいという課題がありまし

た。

　そこで当時、滋賀県で果糖を製造

販売していたレブロス株式会社を買

収。新会社日本レブロス（現 滋賀工場）

を設立し、果糖の製造販売を開始しま

した。すぐに工場の建設にも着手し、

1971年に完成。独自の製造法を確立

し、低コスト化も実現した新工場は月

間50トンの生産量を誇るまでになり

ます。

　純果糖「レブロス」と名付けられた商

品は、家庭用の小分け品と業務用の二

本立てで発売することに。果糖の特長

を前面に掲げ、市場への浸透を図ると

ともに、価格などにも対応しつつ販売

活動を開始しました。

ユニークな性質に
市場性を予見し

食品分野へ本格進出
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日本レブロス株式会社を設立し、純粋な形で
は存在しない果糖の商品化に成功。低カロ
リー甘味料、人工甘味料に代わる天然の甘味
料、スポーツ飲料、美容をテーマとした食品な
ど多彩な用途開発で市場に浸透していった。

減水効果や湧水抵抗に優れ、
強度発現が早いので
多くの現場で工期短縮に
貢献しています。　
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インフラ整備の安全面を支える

カバード・エムKOD-Mウレタン系
減水・止水材
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販売当時（1976年頃）の純果糖「レブロス」
のカタログ。果糖の歴史や構造、物性、用
途が記されている。

※切羽：トンネル掘削面のこと

　　　　　　　case study

・  世界で高い評価を獲得している
日本のインフラだが、予算は毎
年縮小されて品質を維持するの
が難しくなってきている。

・  トンネル作業員で施工が可能に。
・  セメント系に比べ接着力が強く安
全性を確保しやすい。
・  切羽※を止めず工期短縮を実現。

湧水などで土木の中でも手間がかかるトンネル工事だが
安全面に配慮しながら効率化を実現したい

日本は世界有数の森林大国

　国土の約2/3を森林が占める日本で

は、山岳トンネルが産業や生活の基盤と

なる重要な社会インフラの役割を担っ

ています。しかし、山岳トンネル掘削に

おいては、地盤強度不足や予測不能な

湧水により地山の不安定化を引き起こ

す事例が多くあります。従来は斜面の

安定を損なう可能性の大きな地表水・

地下水を速やかに集めて斜面外の安全

なところへ排除する「排水工」と呼ばれ

る工事で対応していましたが、水資源の

枯渇や地盤沈下などによる周辺環境へ

の影響など、排水工では対応が不可能

なケースも増加してきました。現在施行

中のトンネルなどでは、標高の高い山

に山岳トンネルを開通させなければな

りません。標高が高い山を掘削する際

には、大量かつ高水圧の湧水の発生に

よる切羽前方地山の変形、崩落リスク

の増大、かつ工期の延長などが危惧さ

れます。

KOD-Mの特長

　「KOD-M」は、ポリオールとポリイソシ

アネートを反応させ短時間で固結し、素

早く減水・止水効果が得られる2液混合

型特殊ウレタン系注入剤です。この製品

は、水に接触しない箇所では無発泡の高

強度の固結体を生成し、水と接触した箇

所では発泡するという特性があります。

連続的に高圧注入することにより水を高

強度の遮水シェルに置き換え、減水・止

水を実現します 図1 。

　「KOD-M」は、水と接触時には発泡硬

化し、非接触時には圧縮強度60MPaを

有する高強度な無発泡固結体になるこ

とで水脈を閉塞し、減水・止水効果を発

揮します。切羽前方地山の地盤や地層

に応じて、「スーパーSRF（岩盤固結材）」や

「KOD-M」を使い分けていただくことで、

地山を適切に改良し、作業員の安全を

確保しながらトンネル掘削を滞りなく進

行できるようになりました。

　第一建工は減水・止水材の開発を通

じて、トンネル掘削の安全性向上、周辺

環境保護を図るだけでなく、暮らしを豊

かにする社会インフラの整備にこれから

も貢献してまいります。

図1  減水・止水材「KOD-M」の機構イメージ
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